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本校学校教育目標 

 

学校長 平 井 仁 司 

正門前、そして学校内の花壇には色とりどりの花が新年度を迎えています。今日のお子様の

進級、そして１０日の 1 年生入学を待ち望んでいるようです。お子様のご進級、ご入学おめで

とうございます。今日、始業式を終え、また、来週早々には新１年生を迎え、入学式を行います。 

10 日の入学式では、６５名のかわいい１年生を迎え、今年度本校児童は３７６名となりま

す。各学年２学級で、特別支援学級４学級を含め、１６学級でスタートします。子どもたちを 

３５名（4 月7 日現在）の教職員一同、気持ちも新たに力を合わせて様々な教育活動にあたり

ます。今年度も本校の教育活動にご理解ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

さて、今年度は、新型コロナウイルス感染症が５月より第５類に移行され、生活様式も大きく

変わろうとしています。また、本校東側の安倉北５丁目土地区画整備事業も７月には完了し、新

たな街づくりも進む年です。まさに、安倉北小校区が新たなスタートを切る年の始まりとなり

ました。教職員は、子どもたちのためにどのようにすれば安全・安心で、よりよい教育活動を進

められるかを第一に考え、チームとなって教育を進めてまいります。 

今年度の学校教育目標を掲げました。例年と同じ言葉ではあり

ますが、未来を担うための大事な子どもたちです。最大の強みはチ

ームワーク（共通理解）です。これは、学校だけではありません。

保護者の皆さま、地域の方とともに、三者が子どもを中心に据え、

つながりながら地域の中で子どもたちを育むことは、子どもたち

の成長において何よりの大きな力となります。 

三者は、この図のようなものだけではありません。家族でも、学

級でも、様々な場面で形成されます。誰を中心に据えるかで、見え

る姿も変わってきます。 

たとえ一つの輪が小さくなっても（エネルギーが弱くなった時）、周りの薄い輪（少しの支え

の手）があれば、つながり続けられます。これらの輪は大きな時もあれば小さな時もあります。

支えてもらった・応援してもらった時、「ありがとう」の気持ちが生まれた後には、「今度は自分

がお返しを」という気持ちがきっと芽生えてきます。このように、少しずつでもみんながつなが

り合い、中心にいるお子様の成長する姿を共有していきたいと思います。 

今年度、みんなでみんなを支えある学校づくりを進めてまいりますので、どうぞよろしくお

願いします。 

スクリレ 《 教職員の異動  》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


